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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 口 縁 を 有 し 、 ハ チ を 誘 引 又 は 殺 虫 す る た め の 薬 剤 を 収 容 す る た め の 容 器 と 、
　 前 記 開 口 縁 に 係 合 す る 蓋 体 で あ っ て 、
　 前 記 容 器 の 内 部 空 間 に 連 通 す る 捕 獲 口 が 形 成 さ れ る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 か ら 立 設 す る  
壁 面 で あ っ て 、 前 記 開 口 縁 上 の ２ つ の 点 を 接 続 す る よ う に 開 口 中 心 に 向 か っ て 窪 む よ う に  
湾 曲 し 、 前 記 開 口 縁 か ら 離 れ る ほ ど 高 さ が 大 き く な る 壁 面 と 、 を 有 す る 蓋 体 と 、
ハ チ が 着 地 す る た め に 、 前 記 開 口 縁 に 設 け ら れ 、 前 記 容 器 の 外 方 へ 突 出 す る ポ ー ト 部 と
　 を 備 え る ハ チ 捕 獲 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 開 口 縁 を 有 し 、 ハ チ を 誘 引 又 は 殺 虫 す る た め の 薬 剤 を 収 容 す る た め の 容 器 と 、
　 前 記 開 口 縁 に 係 合 す る 蓋 体 で あ っ て 、
　 前 記 容 器 の 内 部 空 間 に 連 通 す る 捕 獲 口 が 形 成 さ れ る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 か ら 立 設 す る  
壁 面 で あ っ て 、 前 記 開 口 縁 上 の ２ つ の 点 を 接 続 す る よ う に 開 口 中 心 に 向 か っ て 窪 む よ う に  
湾 曲 し 、 前 記 開 口 縁 か ら 離 れ る ほ ど 高 さ が 大 き く な る 壁 面 と 、 前 記 開 口 中 心 を 通 過 す る 直  
線 に 対 し 回 転 対 称 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 前 記 平 坦 面 及 び 第 ２ の 前 記 壁 面 と 、 を 有 す る 蓋 体 と 、
　 を 備 え る ハ チ 捕 獲 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 開 口 縁 を 有 し 、 ハ チ を 誘 引 又 は 殺 虫 す る た め の 薬 剤 を 収 容 す る た め の 容 器 と 、
　 前 記 開 口 縁 に 係 合 す る 蓋 体 で あ っ て 、

請求項の数　4　（全11頁）
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　 前 記 容 器 の 内 部 空 間 に 連 通 す る 捕 獲 口 が 形 成 さ れ る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 か ら 立 設 す る  
壁 面 で あ っ て 、 前 記 開 口 縁 上 の ２ つ の 点 を 接 続 す る よ う に 開 口 中 心 に 向 か っ て 窪 む よ う に  
湾 曲 し 、 前 記 開 口 縁 か ら 離 れ る ほ ど 高 さ が 大 き く な る 壁 面 を 有 し 、 前 記 平 坦 面 と 前 記 壁 面  
と を 接 続 す る 部 分 は 、 上 面 視 に お い て 前 記 開 口 縁 上 の 離 間 す る 前 記 ２ つ の 点 を 接 続 し 、 前  
記 開 口 中 心 に 向 か っ て 凸 と な る 曲 線 と な る 、 蓋 体 と 、
　 を 備 え る ハ チ 捕 獲 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 開 口 縁 を 有 し 、 ハ チ を 誘 引 又 は 殺 虫 す る た め の 薬 剤 を 収 容 す る た め の 容 器 と 、
　 前 記 開 口 縁 に 係 合 す る 蓋 体 で あ っ て 、
　 前 記 容 器 の 内 部 空 間 に 連 通 す る 捕 獲 口 が 形 成 さ れ る 平 坦 面 と 、 前 記 平 坦 面 か ら 立 設 す る  
壁 面 で あ っ て 、 前 記 開 口 縁 上 の ２ つ の 点 を 接 続 す る よ う に 開 口 中 心 に 向 か っ て 窪 む よ う に  
湾 曲 し 、 前 記 開 口 縁 か ら 離 れ る ほ ど 高 さ が 大 き く な る 壁 面 と 、 を 有 す る 蓋 体 と 、 を 備 え 、
上 面 視 に お い て 、 前 記 開 口 縁 上 の 一 方 の 前 記 点 と 、 前 記 開 口 中 心 と 、 前 記 開 口 縁 上 の 他 方  
の 前 記 点 と を 結 ぶ 内 角 は 、 ４ ５ 度 以 上 で あ る
　 ハ チ 捕 獲 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ チ 捕 獲 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ス ス メ バ チ な ど の ハ チ を 捕 獲 す る た め の ハ チ 捕 獲 器 が 考 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 殺 虫 剤 を 配 合 し た 液 状 の 害 虫 誘 引 捕 獲 組 成 物 を 用 い た 害 虫 誘 引 捕 獲 器  
が 開 示 さ れ て い る 。 同 文 献 の 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 液 状 の 害 虫 誘 引 捕 獲 組 成 物 を 収 納 す  
る 容 器 の 開 口 部 に 係 合 す る 蓋 体 に は 、 害 虫 が 容 器 内 部 に 侵 入 す る た め の 捕 獲 口 １ ３ が 形 成  
さ れ て い る 。 害 虫 は 、 害 虫 誘 引 捕 獲 組 成 物 で 誘 引 さ れ 捕 獲 口 １ ３ か ら 容 器 １ 内 に 入 り 込 ん  
だ 後 、 液 状 の 害 虫 誘 引 捕 獲 組 成 物 中 に 落 下 し て 溺 死 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ７ ３ １ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 薬 剤 を 収 容 す る 容 器 内 に 入 り 込 ん だ ハ チ を 容 器 の 外 に 逃 さ な い よ う に す  
る た め に は 捕 獲 口 の 開 口 面 積 を 小 さ く す る こ と が 好 ま し い 一 方 で 、 捕 獲 口 の 開 口 面 積 が 小  
さ 過 ぎ る と 揮 発 し た 薬 剤 を 飛 散 さ せ る こ と が 困 難 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 捕 獲 口 の 開 口 面 積 を 大 き く す る こ と な く 揮 発 し た 薬 剤 の 揮 散 性 を 向 上  
さ せ る こ と が 可 能 と な る ハ チ 捕 獲 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 を 行 い 、 下 記 構 造 を 備 え る ハ チ 捕 獲  
器 を 発 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 本 発 明 の 一 の 実 施 態 様 は 、 開 口 縁 を 有 し 、 ハ チ を 誘 引 又 は 殺 虫 す る た め の  
薬 剤 を 収 容 す る た め の 容 器 と 、 開 口 縁 に 係 合 す る 蓋 体 で あ っ て 、 容 器 の 内 部 空 間 に 連 通 す  
る 捕 獲 口 が 形 成 さ れ る 平 坦 面 と 、 平 坦 面 か ら 立 設 す る 壁 面 で あ っ て 、 開 口 縁 上 の ２ つ の 点  
を 接 続 す る よ う に 開 口 中 心 に 向 か っ て 窪 む よ う に 湾 曲 し 、 開 口 縁 か ら 離 れ る ほ ど 高 さ が 大  
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き く な る 壁 面 と 、 を 有 す る 蓋 体 と 、 を 備 え る ハ チ 捕 獲 器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 た だ し 、 本 発 明 に お け る 「 開 口 縁 上 の 」 「 点 」 と は 、 開 口 に 対 向 す る 方 向 か ら 見 た と き  
に 、 開 口 縁 直 上 の 点 の み な ら ず 、 開 口 縁 直 上 の 点 か ら 離 れ た 開 口 縁 側 の 領 域 （ 開 口 中 心 と  
の 距 離 よ り も 開 口 縁 と の 距 離 の 方 が 小 さ い 領 域 ） に あ る 点 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 開 口 は 、 円 形 で な く て も よ い 。 た と え ば 、 多 角 形 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 開 口 縁  
は 、 連 続 的 に 蓋 体 と 係 合 し て い な く て も よ い 。 た と え ば 、 一 部 が 底 面 方 向 に 凹 ん で い る た  
め 、 蓋 体 と 係 合 す る 部 分 と 蓋 体 と 係 合 し な い 部 分 が 存 在 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 平 坦 面 と 壁 面 の 接 続 部 は 、 開 口 中 心 に 向 か っ て 凸 と な る 曲 線 を 含 ん で も よ い 。 た  
だ し 壁 面 は 、 一 部 に 平 面 を 含 ん で い て も よ く 、 そ の 場 合 、 壁 面 と 平 坦 面 を 接 続 す る 線 は 、  
直 線 と 曲 線 か ら 構 成 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 蓋 体 は 、 上 記 構 造 を 具 備 す る 平 坦 面 及 び 壁 面 を そ れ ぞ れ ２ 個 又 は ３ 個 以 上 備 え て も よ い  
。 蓋 体 は 、 た と え ば 、 開 口 中 心 を 通 過 す る 直 線 に 対 し １ ８ ０ 度 回 転 対 称 に 、 ２ つ の 平 坦 面  
及 び ２ つ の 壁 面 を 備 え て も よ い 。 そ の 場 合 、 蓋 体 は 、 容 器 の 内 部 空 間 に 連 通 す る 第 ２ 捕 獲  
口 が 形 成 さ れ る 第 ２ 平 坦 面 と 、 第 ２ 平 坦 面 か ら 立 設 す る 壁 面 で あ っ て 、 開 口 縁 上 の ２ つ の  
位 置 を 接 続 す る よ う に 開 口 中 心 に 向 か っ て 窪 む よ う に 湾 曲 し 、 開 口 縁 か ら 離 れ る ほ ど 高 さ  
が 大 き く な る 第 ２ 壁 面 と 、 を 更 に 備 え る 。 こ こ で 開 口 中 心 と は 、 開 口 を な す 図 形 の 幾 何 中  
心 を い う 。 開 口 が 円 形 の 場 合 、 開 口 中 心 は 、 円 の 中 心 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 蓋 体 は 、 開 口 縁 か ら 離 れ る ほ ど 高 さ が 大 き く な る 壁 面 の 上 部 に 接 続 す る 傾 斜 面 を 備 え て  
も よ い 。 こ の 傾 斜 面 は 、 円 錐 面 の 一 部 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に ハ チ 捕 獲 器 は 、 捕 獲 口 及 び 傾 斜 面 の 上 方 に 空 間 を 隔 て て 配 設 さ れ る 屋 根 体 を 更 に 備  
え て も よ い 。 こ の 屋 根 体 は 、 蓋 体 の 傾 斜 面 と 間 隙 を お い て 対 向 す る 傾 斜 面 を 有 し て も よ い  
。 屋 根 体 の 蓋 体 と 対 向 す る 面 を 上 方 に 窪 む よ う に 形 成 し た 場 合 、 蓋 体 と 屋 根 体 と の 間 隙 に  
誘 引 剤 を 充 満 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 は 、 ハ チ を 誘 引 又 は 殺 虫 す る た め の 薬 剤 を 収 容 す る た め の  
容 器 と 、 容 器 に 係 合 す る 蓋 体 で あ っ て 、 揮 発 し た 薬 剤 を 容 器 外 部 に 排 出 す る た め の 捕 獲 口  
が 形 成 さ れ る 平 坦 面 と 、 平 坦 面 か ら 立 設 す る 壁 面 と 、 壁 面 と 平 坦 面 で 囲 ま れ る 領 域 に 滞 留  
す る 薬 剤 を 、 壁 面 か ら 離 れ る 方 向 に 進 行 さ せ る た め に 、 壁 面 と 接 続 し て 設 け ら れ る 傾 斜 面  
と 、 を 備 え る ハ チ 捕 獲 器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お け る 、 容 器 、 蓋 体 、 屋 根 体 等 の 各 構 成 要 素 の 位 置 関 係 は 、 ハ チ 捕 獲  
器 と し て 使 用 す る 際 の 位 置 関 係 を 示 し て い る 。 こ れ ら 各 構 成 要 素 は 、 ハ チ 捕 獲 器 と し て 使  
用 す る 前 の 時 点 に お い て 、 上 述 し た 位 置 関 係 を 有 さ ず に 分 解 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 に お け る ハ チ の 捕 獲 は 、 広 義 に 、 容 器 内 部 で ハ チ を 殺 す こ と 、 な ら び に  
、 容 器 内 部 で 毒 餌 剤 を ハ チ に 摂 食 さ せ 帰 巣 後 に ハ チ を 殺 す こ と を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 屋 根 体 １ ６ を 取 り 外 し た ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 斜 視 図
【 図 ２ 】 ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 正 面 図
【 図 ３ 】 屋 根 体 １ ６ を 取 り 外 し た ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 側 面 図
【 図 ４ 】 屋 根 体 １ ６ を 取 り 外 し た ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 平 面 図
【 図 ５ 】 比 較 例 に 係 る 蓋 体 及 び 屋 根 体 の 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 以 下 の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を  
説 明 す る た め の 例 示 で あ り 、 本 発 明 を そ の 実 施 形 態 の み に 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ［ 第 １ 実 施 形 態 ］
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 ハ チ 捕 獲 器 １ ０  
の 正 面 図 、 図 ３ は 、 ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 側 面 図 、 図 ４ は 、 ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 平 面 図 （ 上 面 図  
） で あ る 。 た だ し 、 図 ２ は 、 図 １ 等 に 示 さ れ る ハ チ 捕 獲 器 １ ０ に 屋 根 体 １ ６ を 取 り 付 け た  
態 様 の ハ チ 捕 獲 器 １ ０ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 １ ０ は 、 容 器 １ ２ 、 蓋 体 １ ４ 及 び 屋 根 体 １ ６ を 備 え て い る  
。 容 器 １ ２ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 底 面 か ら 離 れ る ほ ど 径 大 と な る 逆 テ ー パ  
状 の 側 面 を 備 え る 筒 状 の 容 器 で あ る 。 容 器 １ ２ の 上 端 に は 、 図 １ 及 び 図 ４ に お い て 鎖 線 で  
示 さ れ る よ う に 、 円 形 の 開 口 を 形 成 す る 開 口 縁 １ ２ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 容 器 １ ２ の 底 面  
か ら 上 端 ま で の 高 さ は 、 た と え ば 、 ５ ０ ｍ ｍ 乃 至 ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 開 口 の 直 径 は  
、 た と え ば 、 ５ ０ ｍ ｍ 乃 至 １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 容 器 １ ２ の 内 部 空 間 に は 、 た と え ば 、 ハ チ 目 ス ズ メ バ チ 科 の ハ チ で あ る ス ズ メ バ チ  
又 は ア シ ナ ガ バ チ を 誘 引 す る た め の ハ チ 誘 引 剤 （ 「 薬 剤 」 の 一 例 ） を 収 容 す る こ と が 可 能  
に な る 。 ハ チ 誘 引 剤 は 、 た と え ば 、 果 汁 成 分 又 は 樹 液 成 分 な ど 、 ハ チ を 誘 引 す る 効 果 が あ  
る と 知 ら れ て い る 成 分 を 含 む 液 状 の 誘 引 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 ハ チ 誘 引 剤 は 、 ハ チ を  
殺 虫 す る た め の 殺 虫 成 分 と 混 合 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 蓋 体 １ ４ は 、 蓋 部 １ ４ Ｌ と 、 蓋 部 １ ４ Ｌ に 接 続 さ れ る ２ つ の 第 １ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ １ 及 び  
第 ２ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ ２ （ 図 ２ ） を 備 え る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 蓋 部 １ ４ Ｌ 、 第 １ ポ ー ト  
部 １ ４ Ｐ １ 等 は 、 樹 脂 成 形 に よ り 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら 部 品 を  
そ れ ぞ れ 分 離 可 能 な 別 部 品 か ら 構 成 し て も よ い 。 第 １ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ １ 等 は 、 ハ チ 捕 獲 器  
１ ０ 周 辺 に 飛 来 し た ハ チ が 容 易 に 着 地 す る た め の 部 位 で あ る 。 た だ し 蓋 体 １ ４ は 、 第 １ ポ  
ー ト 部 １ ４ Ｐ １ 等 を 備 え な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 蓋 部 １ ４ Ｌ は 、 蓋 体 １ ４ の う ち 、 容 器 １ ２ に 係 合 し 、 容 器 １ ２ の 開 口 を 覆 う 機 能 を 有 す  
る 部 分 で あ る 。 ま た 、 蓋 部 １ ４ Ｌ に は 、 容 器 １ ２ 内 に ハ チ を 侵 入 さ せ る た め の ２ つ の 捕 獲  
口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ ２ が 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 蓋 部 １ ４ Ｌ は 、 容 器 １ ２ と 係 合 す る 係  
合 部 １ ４ Ａ （ 図 １ ） と 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 捕 獲 口 Ｈ １ が 形 成 さ れ る 第 １ 平 坦 部 １ ４  
Ｂ １ と 、 捕 獲 口 Ｈ ２ が 形 成 さ れ る 第 ２ 平 坦 部 １ ４ Ｂ ２ と 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ か ら 立 設 す  
る 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ と 、 第 ２ 平 坦 部 １ ４ Ｂ ２ か ら 立 設 す る 第 ２ 壁 部 １ ４ Ｃ ２ と 、 第 １ 壁 部  
１ ４ Ｃ １ の 傾 斜 す る 上 辺 と 第 ２ 壁 部 １ ４ Ｃ ２ の 傾 斜 す る 上 辺 と を 接 続 す る 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ  
を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 係 合 部 １ ４ Ａ は 、 容 器 １ ２ の 開 口 を 形 成 す る 開 口 縁 １ ２ Ａ と 係 合 す る 部 分 で あ る 。 蓋 部  
１ ４ Ｌ と 容 器 １ ２ を 係 合 す る た め の 手 段 と し て 、 様 々 な 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。 た と  
え ば 、 い ず れ か に 凸 部 を 形 成 し 、 他 方 に こ の 凸 部 が 係 合 す る ノ ッ チ を 設 け 、 蓋 部 １ ４ Ｌ を  
容 器 １ ２ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 さ せ る か 、 蓋 部 １ ４ Ｌ が 容 器 １ ２ に 近 づ く よ う に 相 対 的 に  
移 動 さ せ る と 、 凸 部 が ノ ッ チ に 係 合 し 、 蓋 部 １ ４ Ｌ が 容 器 １ ２ に 装 着 さ れ 、 容 器 １ ２ が 蓋  
部 １ ４ Ｌ に 対 し て 相 対 的 に 移 動 す る こ と を 抑 制 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 蓋 部 １ ４ Ｌ  
に 雌 ね じ を 形 成 し 、 容 器 １ ２ の 上 縁 部 に こ の 雌 ね じ に 螺 合 す る 雄 ね じ を 形 成 し て も よ い 。  
ま た 、 容 器 １ ２ の 内 部 空 間 に ハ チ 誘 引 剤 を 収 納 さ せ た 状 態 で 、 接 着 剤 等 で 両 者 を 接 着 さ せ  
て も よ い 。 回 転 す る こ と に よ り 蓋 部 １ ４ Ｌ と 容 器 １ ２ を 係 合 す る 場 合 、 容 器 １ ２ の 開 口 は  
円 形 で あ る こ と が 好 ま し い 。 回 転 せ ず に 蓋 部 １ ４ Ｌ と 容 器 １ ２ を 係 合 す る 場 合 、 容 器 １ ２  
の 開 口 は 円 形 に 限 ら れ ず 、 た と え ば 、 矩 形 、 六 角 形 等 の 多 角 形 で あ っ て も よ い 。 開 口 中 心  
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軸 Ｃ １ は 、 開 口 の 幾 何 中 心 を 通 過 し 開 口 を 含 む 面 に 垂 直 方 向 に 進 行 す る 直 線 で あ る 。 ま た  
、 容 器 １ ２ （ 又 は 蓋 部 １ ４ Ｌ ） の 一 方 に 、 蓋 部 １ ４ Ｌ 方 向 （ 又 は 容 器 １ ２ 方 向 ） に 突 出 す  
る 係 合 爪 を 設 け 、 蓋 部 １ ４ Ｌ （ 又 は 容 器 １ ２ ） に 、 係 合 爪 と 嵌 合 す る 係 合 穴 を 設 け 両 者 を  
嵌 合 す る こ と に よ り 係 合 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ は 、 上 方 を 向 い た 平 坦 面 を 備 え る 。 ま た 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ に は 、  
上 方 を 向 い て 開 口 す る 捕 獲 口 Ｈ １ が 形 成 さ れ る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 平 坦 部 １ ４  
Ｂ １ は 、 上 面 視 に お い て 扇 形 状 に 形 成 さ れ 、 容 器 １ ２ の 開 口 中 心 軸 Ｃ １ 近 傍 の 位 置 か ら 径  
方 向 外 側 に 伸 び て 容 器 １ ２ の 開 口 縁 １ ２ Ａ 上 の 点 １ ２ Ａ １ に 到 達 す る 一 辺 と 、 開 口 縁 １ ２  
Ａ 上 の 他 の 点 １ ２ Ａ ２ に 到 達 す る 他 の 一 辺 を 有 す る 。 上 面 視 に お い て 、 点 １ ２ Ａ １ 、 開 口  
中 心 軸 Ｃ １ 、 点 １ ２ Ａ ２ を 結 ぶ 内 角 は 、 ４ ５ 度 以 上 １ ３ ５ 度 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、  
本 実 施 形 態 で は 、 約 １ ０ ０ 度 で あ る 。 内 角 が 小 さ す ぎ る 場 合 、 ハ チ が 進 入 す る の に 十 分 な  
大 き さ の 捕 獲 口 Ｈ １ を 形 成 す る こ と が 困 難 で あ る 。 一 方 で 、 内 角 が 大 き す ぎ る 場 合 、 後 に  
詳 述 す る よ う に 、 十 分 な 周 方 向 長 さ を 有 す る 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ を 形 成 す る こ と が で き な く な  
る た め 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ と 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ で 囲 ま れ る 領 域 に 滞 留 す る 揮 発 し た 薬 剤  
を 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 壁 面 か ら 離 れ る 方 向 に 揮 散 さ せ る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 捕 獲 口 Ｈ １ は 、 上 面 視 に お い て 、 開 口 縁 １ ２ Ａ か ら 離 間 し て 形 成 さ れ る 。 捕 獲 口 Ｈ １ は  
、 開 口 縁 １ ２ Ａ と の 距 離 （ 捕 獲 口 Ｈ １ の 縁 部 と 開 口 縁 １ ２ Ａ と の 最 小 距 離 ） よ り も 、 開 口  
中 心 軸 Ｃ １ と の 距 離 （ 捕 獲 口 Ｈ １ の 縁 部 と 開 口 中 心 軸 Ｃ １ と の 最 小 距 離 ） の 方 が 小 さ い よ  
う に 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ 側 に 形 成 さ れ る 。 捕 獲 口 Ｈ １ の 直 径 は 、 捕 獲 し た い ハ チ の 大 き さ を  
考 慮 し て 、 た と え ば 、 １ ５ ～ ２ ５ ｍ ｍ に 形 成 さ れ る 。 な お 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ に は 、 捕  
獲 口 Ｈ １ 以 外 の 穴 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 た と え ば 、 捕 獲 口 Ｈ １ 等 と 第 １ ポ ー ト 部 １ ４  
Ｐ １ 等 と の 間 隙 に １ 又 は 複 数 の 小 孔 を 形 成 し 、 薬 剤 が そ の 小 孔 か ら も 揮 散 す る よ う に 構 成  
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ は 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ か ら 立 設 し て 形 成 さ れ る 。 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １  
と 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ を 接 続 す る 部 分 は 、 上 面 視 に お い て 、 開 口 縁 １ ２ Ａ 上 の 離 間 す る 二  
つ の 点 で あ る 点 １ ２ Ａ １ 及 び 点 １ ２ Ａ ２ を 接 続 し 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ に 向 か っ て 凸 と な る 曲  
線 と な る 。 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ は 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ 方 向 に 窪 む 湾 曲 し た 曲 面 を 有 す る 。 た だ  
し 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ は 、 一 部 に 一 又 は 複 数 の 平 面 部 分 を 含 ん で い て も よ い 。 そ の 場 合 、 二  
つ の 点 で あ る 点 １ ２ Ａ １ 及 び 点 １ ２ Ａ ２ を 接 続 す る 線 は 、 曲 線 と 直 線 か ら 構 成 さ れ る 場 合  
が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ の 側 面 視 に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ は 、 捕 獲 口 Ｈ １ 近 傍 に お い て 最 大 の  
高 さ を 有 し 、 捕 獲 口 Ｈ １ か ら 離 れ 開 口 縁 １ ２ Ａ に 近 づ く ほ ど 高 さ が 小 さ く な り 、 開 口 縁 １  
２ Ａ 上 で 高 さ が ほ ぼ ゼ ロ に な る よ う に 傾 斜 す る ２ つ の 上 辺 を 有 す る 。 同 図 に 示 さ れ る よ う  
に 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 上 辺 は 、 側 面 視 に お い て 直 線 状 を な す 。 第  
１ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ の 平 坦 面 に 対 す る 傾 斜 角 の 平 均 値 は 、 ３ ０ 度 以 上 ７ ５ 度 以 下 で あ る こ と  
が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 上 辺 の 傾 斜 角 は 、 約 ４ ５ 度 で あ る  
。 し か し な が ら 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 上 辺 は 、 曲 線 的 に 傾 斜 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 端 部 、 す な わ ち 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 上 辺 が 第 １ 平 坦 部 １ ４  
Ｂ １ に 接 続 す る 位 置 （ 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 高 さ が ゼ ロ に な る 位 置 ） は 、 開 口 縁 １ ２ Ａ の 直  
上 で な く て も よ い 。 た と え ば 、 開 口 縁 １ ２ Ａ 側 の 領 域 （ 開 口 中 心 軸 Ｃ １ と の 距 離 よ り も 開  
口 縁 １ ２ Ａ と の 距 離 の 方 が 小 さ い 外 径 側 の 領 域 ） 内 に お い て 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 上 辺 が  
第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ に 接 続 す る よ う に 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 平 坦 部 １ ４ Ｂ ２ 、 捕 獲 口 Ｈ ２ 、 第 ２ 壁 部 １ ４ Ｃ ２ 、 第 ２ ポ  
ー ト 部 １ ４ Ｐ ２ は 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ 、 捕 獲 口 Ｈ １ 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 、 第 １ ポ ー ト 部  



10

20

30

40

50

JP 7334007 B2 2023.8.28(6)

１ ４ Ｐ １ と 、 上 面 視 に お け る 開 口 中 心 軸 Ｃ １ に つ い て １ ８ ０ 度 回 転 対 称 に 形 成 さ れ る 。 ま  
た 、 上 面 視 に お い て 、 第 ２ 壁 部 １ ４ Ｃ ２ が 開 口 縁 １ ２ Ａ に 接 続 す る 点 １ ２ Ａ ３ 及 び 点 １ ２  
Ａ ４ は 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ に つ い て 点 １ ２ Ａ １ 及 び 点 １ ２ Ａ ２ の １ ８ ０ 度 回 転 対 称 の 位 置 に  
相 当 す る 。 こ の た め 、 こ れ ら に つ い て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １  
及 び 第 ２ 平 坦 部 １ ４ Ｂ ２ な ど 、 同 等 の 構 成 を 要 す る 部 分 を 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ 等 な ど と  
称 す る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 上 面 視 に お い て 、 第 １ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ １ の 開 口 縁 か ら 最  
も 離 れ た 先 端 と 、 第 ２ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ ２ の 開 口 縁 か ら 最 も 離 れ た 先 端 を 結 ぶ 直 線 （ 開 口 中  
心 軸 Ｃ １ と 交 差 し 、 図 ４ に お け る 紙 面 左 右 方 向 に 進 む 直 線 ） は 、 捕 獲 口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ  
２ を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 蓋 体 １ ４ の 上 端 部 の 開 口 中 心 軸 Ｃ １ 上 に は 、 上 方 に 向 か っ て 突 出 す る 吊 部 １ ４ Ｅ が 形 成  
さ れ る （ 図 １ 、 図 ３ ） 。 吊 部 １ ４ Ｅ に は 、 ハ チ 捕 獲 器 １ ０ を 吊 り 下 げ る た め の 穴 が 形 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ の 傾 斜 す る 上 辺 を 含 む 上 部 と 、 周 方 向  
に 隣 接 す る 第 ２ 壁 部 １ ４ Ｃ ２ の 傾 斜 す る 上 辺 を 含 む 上 部 を 接 続 す る よ う に 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ  
（ 図 ３ 、 図 ４ ） は 設 け ら れ て い る 。 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ は 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ を 通 過 す る 断 面 に  
お い て 、 開 口 縁 １ ２ Ａ か ら 離 れ 開 口 中 心 軸 Ｃ １ に 近 づ く ほ ど 高 く な る 傾 斜 面 を 備 え て い る  
。 本 実 施 形 態 に お い て 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ は 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ を 軸 と す る 円 錐 面 状 の 傾 斜 面  
を 備 え て い る 。 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 等 を 複 数 設 け る 場 合 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ は 、 互 い に 離 間 し  
て 複 数 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に ハ チ 捕 獲 器 １ ０ は 、 屋 根 体 １ ６ を 備 え て い る 。 屋 根 体 １ ６ は 、 捕 獲 口 Ｈ １ 、 捕 獲 口  
Ｈ ２ 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ の 上 方 を 覆 う よ う に 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お け る 屋 根 体 １  
６ は 、 上 面 視 に お い て 捕 獲 口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ ２ を 含 む 蓋 部 １ ４ Ｌ 全 体 を 覆 う 一 方 、 第 １  
ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ １ 及 び 第 ２ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ ２ の 先 端 は 、 屋 根 体 １ ６ か ら 突 出 す る 。 屋 根 体  
１ ６ の 中 心 部 に は 、 係 合 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 吊 部 １ ４ Ｅ は 、 こ の 係 合 孔 を 貫 通 し て 、 屋  
根 体 １ ６ と 係 合 す る 。 屋 根 体 １ ６ の 表 面 の う ち 、 蓋 体 １ ４ と 対 向 す る 内 壁 面 は 、 開 口 中 心  
軸 Ｃ １ を 軸 と す る 円 錐 面 状 の 傾 斜 面 を 備 え て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ  
に 含 ま れ る 円 錐 面 か ら な る 円 錐 の 頂 角 と 、 こ れ に 対 向 す る 屋 根 体 １ ６ の 内 壁 面 に 含 ま れ る  
円 錐 面 か ら な る 円 錐 の 頂 角 は 略 等 し い 。 こ の た め 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ を 通 過 す る 断 面 に お い  
て 、 両 者 の 母 線 は 、 ほ ぼ 平 行 に な る 。 し た が っ て 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ と 屋 根 体 １ ６ と の 間 隔  
が ほ ぼ 一 定 と な る 間 隙 が 形 成 さ れ る 。 一 方 で 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ は 、 平 坦 面 を 備 え て い  
る 。 こ の た め 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ と 屋 根 体 １ ６ と の 間 隙 （ 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ の 屋 根 体 １ ６ に 対  
向 す る 傾 斜 面 と 、 屋 根 体 １ ６ の 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ に 対 向 す る 内 壁 面 と の 高 さ 方 向 の 距 離 ） は  
、 捕 獲 口 Ｈ １ 等 及 び 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ 等 の 平 坦 面 と 屋 根 体 １ ６ と の 間 隙 （ 捕 獲 口 Ｈ １ 等  
と 、 屋 根 体 １ ６ の 捕 獲 口 Ｈ １ 等 に 対 向 す る 内 壁 面 と の 高 さ 方 向 の 距 離 ） よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う な ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 使 用 方 法 の 一 例 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 使 用 者 は 、 袋 等 に 入 っ て い る ハ チ 誘 引 剤 を 開 封 し て 容 器 １ ２ 内 に 入 れ 、 水 で 薄 め る こ と  
に よ り 、 ハ チ を 誘 引 す る た め に 適 切 な 濃 度 を 有 す る 液 状 の ハ チ 誘 引 剤 を 容 器 １ ２ 内 に 収 容  
さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 い で 使 用 者 は 、 蓋 体 １ ４ を 容 器 １ ２ と 係 合 さ せ た 後 、 蓋 体 １ ４ に 屋 根 体 １ ６ を 係 合 さ  
せ る 。 た と え ば 、 使 用 者 が 蓋 体 １ ４ を 容 器 １ ２ に 対 し て 回 転 さ せ 容 器 １ ２ に 設 け た 凸 部 を  
蓋 体 １ ４ に 設 け た 切 欠 き 等 の ノ ッ チ に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 蓋 体 １ ４ と 容 器 １ ２ を 係 合  
さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 次 い で 使 用 者 は 、 ハ チ が 飛 来 し そ う な 場 所 に お い て 、 吊 部 １ ４  
Ｅ の 穴 に 紐 等 を 通 し て ハ チ 捕 獲 器 １ ０ を 吊 り 下 げ る こ と に よ り 、 ハ チ 捕 獲 器 １ ０ を 設 置 す  
る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ の 後 、 容 器 １ ２ 内 の ハ チ 誘 引 剤 は 、 揮 発 し て 捕 獲 口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ ２ か ら 容 器 １ ２  
の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 捕 獲 口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ ２ の 上 方 に は 屋 根 体 １ ６ が 設 け ら れ て い る  
た め 、 揮 発 し た ハ チ 誘 引 剤 の 一 部 は 、 屋 根 体 １ ６ と 蓋 体 １ ４ と の 間 隙 の 空 間 に 滞 留 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ と 屋 根 体 １ ６ と の 間 隙 は 、 捕 獲 口 Ｈ １ 又 は 捕 獲 口 Ｈ ２ と  
屋 根 体 １ ６ と の 間 隙 よ り 小 さ い た め 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ と 屋 根 体 １ ６ と の 狭 い 空 間 を 傾 斜 面  
に 沿 っ て 流 れ る 気 流 は 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ 等 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 等 及 び 屋 根 体 １ ６ で 囲  
ま れ る 空 間 に 流 れ 込 む こ と を 促 進 す る と 推 察 さ れ る 。 こ の た め 、 も と も と こ の 空 間 に 滞 留  
し て い た 誘 引 剤 を 第 １ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ １ 等 に 向 か っ て 排 出 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 周 囲 を 飛 ん で い る ハ チ は 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ 等 と 屋 根 体 １ ６ と の 間  
隙 か ら 排 出 さ れ る ハ チ 誘 引 剤 に 誘 引 さ れ て 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ 又 は 第 ２ 平 坦 部 １ ４ Ｂ ２  
に 近 づ く 。 こ の と き 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １ 等 に は 第 １ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ １ 等 が 接 続 さ れ る 。  
こ の た め 、 第 １ ポ ー ト 部 １ ４ Ｐ １ 等 が 無 い 場 合 と 比 較 し て 、 ハ チ は 、 蓋 体 １ ４ に 着 地 し や  
す く な る 。 し た が っ て 、 着 地 す る こ と な く ハ チ が 飛 び 去 っ て し ま う 場 合 を 抑 制 す る こ と が  
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ の 後 ハ チ は 、 捕 獲 口 Ｈ １ 等 か ら 容 器 １ ２ 内 に 侵 入 す る 。 容 器 １ ２ 内 に は 、 液 状 の ハ チ  
誘 引 剤 が 満 た さ れ て い る 。 ま た 、 容 器 １ ２ の 内 壁 に は 、 水 滴 等 が 付 着 し て い る 。 こ の た め  
ハ チ は 、 容 器 １ ２ の 内 壁 を 上 っ て 外 に 出 る こ と が で き ず 、 や が て 溺 死 す る 。 こ こ で 捕 獲 口  
Ｈ １ が 開 口 縁 １ ２ Ａ か ら 離 間 し て 形 成 さ れ て い る 場 合 、 仮 に 容 器 １ ２ の 内 壁 面 を ハ チ が 上  
る こ と が で き て も 、 捕 獲 口 Ｈ １ に 到 達 す る こ と が で き な い た め 、 ハ チ を 捕 獲 す る 可 能 性 を  
高 め る こ と が 可 能 に な る 。 更 に 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 等 は 開 口 縁 １ ２ Ａ か ら 離 れ る ほ ど 高 さ が  
大 き く な る よ う に 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 等 の 上 辺 は 傾 斜 し て い る か ら 、 開 口 縁 １ ２ Ａ 側 の 領  
域 上 方 に 滞 留 し て い る ハ チ 誘 引 剤 の み な ら ず 、 開 口 中 心 軸 Ｃ １ 付 近 に 滞 留 し て い る ハ チ 誘  
引 剤 も ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 外 方 に 排 出 さ せ る こ と が 可 能 に な る と 推 察 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 捕 獲 口 Ｈ １ 等 と 開 口 縁 １ ２ Ａ と の 距 離 （ 捕 獲 口 Ｈ １ 等 の 縁 部 と 開 口 縁 １ ２ Ａ と の  
最 小 間 隔 ） よ り 、 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 等 の 端 部 と 開 口 縁 １ ２ Ａ と の 距 離 （ 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １  
等 の 端 部 と 開 口 縁 １ ２ Ａ と の 最 小 間 隔 ） の 方 が 小 さ く な る よ う に 構 成 す る こ と が 好 ま し い  
。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 捕 獲 口 Ｈ １ 等 を 囲 む よ う に 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 等 を 設  
け る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 屋 根 体 １ ６ は 、 使 用 前 の 状 態 に お い て 平 坦 に 形 成 し 、 使 用 す る 際 、 使 用 者 が 立 体  
的 に 形 成 で き る よ う に 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 屋 根 体 １ ６ の 表 面 の う ち 、 蓋 体 １ ４ と 対 向  
す る 対 向 面 の 形 状 は 、 様 々 な も の を 適 用 す る こ と が で き る 。 た だ し 使 用 時 に 、 蓋 体 １ ４ と  
対 向 す る 対 向 面 を 上 方 に 窪 む よ う に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 揮 発 し た ハ チ 誘 引 剤 を 蓋 体 １  
４ と 屋 根 体 １ ６ と の 間 隙 の 空 間 に 充 満 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 た だ し 、 屋 根 を 有 す る 施  
設 に ハ チ 捕 獲 器 １ ０ を 設 置 す る 場 合 、 屋 根 体 １ ６ は 必 ず し も 設 け な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 た だ し 、 屋 根 体 １ ６ を 設 け 、 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ の 傾 斜 面 と 同 じ 方 向 に 傾 斜 す る 内 壁 面 を 有  
す る 屋 根 体 １ ６ を 設 け る こ と に よ り 、 風 通 し が 良 く な り 屋 根 体 １ ６ と 傾 斜 面 部 １ ４ Ｄ の 間  
隙 を 進 行 す る 気 流 の 発 達 を 促 進 す る こ と が 可 能 に な る た め 、 ハ チ 誘 引 剤 の 揮 散 を 促 進 す る  
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 １ ０ の 蓋 体 １ ４ は 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ  
１ 等 の 平 坦 面 に 形 成 さ れ る 捕 獲 口 Ｈ １ か ら 排 出 さ れ る ハ チ 誘 引 剤 を 、 第 １ 平 坦 部 １ ４ Ｂ １  
等 か ら 立 設 す る 第 １ 壁 部 １ ４ Ｃ １ 等 の 壁 面 の 、 傾 斜 す る 上 辺 か ら 流 入 す る 気 流 に よ っ て 離  
散 す る こ と が 可 能 に な る の で 、 捕 獲 口 Ｈ １ 等 の 開 口 面 積 を 大 き く せ ず と も 、 揮 発 し た ハ チ  
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誘 引 剤 の 揮 散 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る と 推 察 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ［ 比 較 実 験 ］
　 以 下 、 本 実 施 形 態 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 １ ０ と 、 比 較 例 に 係 る ２ 種 類 の ハ チ 捕 獲 器 を 用 い て  
実 施 さ れ た ハ チ の 捕 獲 実 験 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ 左 は 、 第 １ 比 較 例 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 の 蓋 体 ２ ４ 及 び 屋 根 体 ２ ６ を 示 し て い る 。 図 ５  
右 下 は 、 第 ２ 比 較 例 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 の 蓋 体 ３ ４ を 示 し 、 右 上 は 、 蓋 体 ３ ４ の 屋 根 体 ３ ６  
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ 左 に 示 さ れ る よ う に 、 蓋 体 ２ ４ に は 蓋 体 １ ４ と 同 一 径 の 捕 獲 口 Ｈ １ が 形 成 さ れ て い  
る 。 ま た 、 屋 根 体 ２ ６ に よ っ て 、 捕 獲 口 Ｈ １ に 連 通 し 四 方 が 壁 面 で 囲 ま れ る ハ チ 誘 引 剤 を  
排 出 す る た め の 流 路 が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 反 対 側 に も 同 様 の 捕 獲 口 及 び ハ チ 誘 引 剤 排 出 用  
の 流 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ５ 右 下 に 示 さ れ る よ う に 、 蓋 体 ３ ４ に は 捕 獲 口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ ２ が 形 成 さ れ て い る  
。 ま た 、 蓋 体 ３ ４ に は 、 捕 獲 口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ ２ に そ れ ぞ れ 連 通 す る 渦 巻 き 状 の 流 路 Ｃ  
Ｈ １ 及 び 流 路 Ｃ Ｈ ２ が 形 成 さ れ る 。 蓋 体 ３ ４ に 屋 根 体 ３ ６ を 係 合 さ せ る と 、 四 方 が 壁 面 で  
囲 ま れ る ハ チ 誘 引 剤 を 排 出 す る た め の 流 路 Ｃ Ｈ １ 及 び 流 路 Ｃ Ｈ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 一 の 容 器 に 同 一 の ハ チ 誘 引 剤 を 収 容 し 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 蓋 体 １ ４ 及 び 屋 根 体 １ ６  
を 設 け た ハ チ 捕 獲 器 と 、 第 １ 比 較 例 に 係 る 蓋 体 ２ ４ 及 び 屋 根 体 ２ ６ を 設 け た ハ チ 捕 獲 器 と  
、 第 ２ 比 較 例 に 係 る 蓋 体 ３ ４ 及 び 屋 根 体 ３ ６ を 設 け た ハ チ 捕 獲 器 を ３ 個 ず つ 用 意 し 、 ３ メ  
ー ト ル 間 隔 を お い て １ ２ 日 間 放 置 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ の 結 果 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 蓋 体 １ ４ 及 び 屋 根 体 １ ６ を 設 け た ハ チ 捕 獲 器 は 、 そ れ ぞ  
れ 、 １ ９ 匹 、 １ ２ 匹 、 １ ５ 匹 の ハ チ を 捕 獲 す る こ と が で き た 。 一 方 で 、 第 １ 比 較 例 に 係 る  
ハ チ 捕 獲 器 は 、 そ れ ぞ れ 、 ５ 匹 、 ５ 匹 、 ８ 匹 の ハ チ を 捕 獲 す る こ と が で き た 。 第 ２ 比 較 例  
に 係 る ハ チ 捕 獲 器 は 、 そ れ ぞ れ 、 ５ 匹 、 ２ 匹 、 ３ 匹 の ハ チ を 捕 獲 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 １ ０ は 、 同 一 の 捕 獲 口 Ｈ １ 及 び 捕 獲 口 Ｈ ２ を  
備 え る 構 成 の 中 で 、 最 も ハ チ の 誘 引 効 果 が 高 い こ と が 実 証 さ れ た 。 第 １ 比 較 例 及 び 第 ２ 比  
較 例 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 は 、 壁 面 を 多 く 設 け 過 ぎ た た め に 、 か え っ て 揮 散 性 が 低 下 し た と 考  
え ら れ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る ハ チ 捕 獲 器 １ ０ は 、 自 然 風 を 利 用 す る こ と に よ り ハ チ 誘 引 剤  
の 揮 散 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き た と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 限 り 、 さ ま ざ ま な 変 形 が 可 能 で あ る 。 た と え ば  
、 当 業 者 の 通 常 の 創 作 能 力 の 範 囲 内 で 、 あ る 実 施 形 態 に お け る 一 部 の 構 成 要 素 を 、 他 の 実  
施 形 態 に 追 加 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 当 業 者 の 通 常 の 創 作 能 力 の 範 囲 内 で 、 あ る 実  
施 形 態 に お け る 一 部 の 構 成 要 素 を 、 他 の 実 施 形 態 の 対 応 す る 構 成 要 素 と 置 換 す る こ と が 可  
能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ ０   ハ チ 捕 獲 器
１ ２   容 器
１ ２ Ａ   開 口 縁
１ ２ Ａ １ 乃 至 １ ２ Ａ ４   開 口 縁 １ ２ Ａ 上 の 点
１ ３   捕 獲 口
１ ４   蓋 体
１ ４ Ａ   係 合 部
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１ ４ Ｂ １   第 １ 平 坦 部
１ ４ Ｂ ２   第 ２ 平 坦 部
１ ４ Ｃ １   第 １ 壁 部
１ ４ Ｃ ２   第 ２ 壁 部
１ ４ Ｄ   傾 斜 面 部
１ ４ Ｅ   吊 部
１ ４ Ｌ   蓋 部
１ ４ Ｐ １   第 １ ポ ー ト 部
１ ４ Ｐ ２   第 ２ ポ ー ト 部
１ ６   屋 根 体
Ｃ １   開 口 中 心 軸
Ｃ Ｈ １   流 路
Ｃ Ｈ ２   流 路
Ｈ １   捕 獲 口
Ｈ ２   捕 獲 口
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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